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研究開発型⼤学等発ベンチャーの実態把握の必要性
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・新規事業の創出に挑戦する研究開発型ベンチャーの設⽴・育成促進による
経済成⻑の加速への期待（第5期科学技術基本計画（2016））

＊新規上場数対2014年度⽐で約2倍を⽬指す（総合科学技術・イノベーション会議有識者議員（2015））

・⾼いサイエンス性を伴う事業（バイオテクノロジー分野など）は、ビジ
ネスとしての不確実性が⾼い
（ゲイリー・P・ピサノ 池村千秋（訳）, サイエンス・ビジネスの挑戦 ⽇経 BP, 2008）

・⾼いサイエンス性を伴うバイオテクノロジー事業の公的⽀援の必要性
（Walter W. Powell, Kenneth W. Koput and Laurel Smith-Doerr, Interorganizational

Collaboration and the Locus of Innovation: Networks of Learning in Biotechnology, 
Administrative Science Quarterly, Vol.41, No.1, pp.116-145, 1996）

・今後の研究開発型ベンチャーの新規事業はサイエンス性が⾮常に⾼いこと
から、研究開発型ベンチャーは⼤学等（⼤学、公的研究機関）のシーズを
起点としたものが⼤半を占めると考えられる。
（総合科学技術・イノベーション会議, 第15回基本計画専⾨調査会 議事録(2015))

研究開発型⼤学等発ベンチャーの全体像を把握することが、必要
な施策⽴案に資する。



出所：⽂部科学省科学技術・学術政策局 産業連携・地域⽀援課⼤学技術移転推進室「平成26年度⼤学等における産学連携等実施状況調査」

⼤学等発ベンチャーには、市場性が予測できない新規技術の実⽤化へ
の貢献に期待がかかるが、近年設⽴数の伸びが停滞している。

⼤学等発ベンチャーの設⽴数の推移
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順位 コード 名称 発⾏済み株式数 時価総額（百万円）
1 2121 (株)ミクシィ 81,879,450 323,014
2 4565 そーせいグループ(株) 16,896,184 238,574
3 7779 ＣＹＢＥＲＤＹＮＥ(株) 137,347,609 204,648
4 4593 (株)ヘリオス 40,868,000 78,221
5 4592 サンバイオ(株) 45,067,365 63,996
6 3689 (株)イグニス 6,235,700 62,669
7 1435 (株)インベスターズクラウド 15,290,200 58,409
8 3679 (株)じげん 52,891,200 52,944
9 6196 (株)ストライク 8,931,300 45,996
10 2497 ユナイテッド(株) 23,669,511 41,777
11 4571 ナノキャリア(株) 43,174,384 40,929
12 3914 ＪＩＧ­ＳＡＷ(株) 6,504,000 40,325
13 7172 (株)ジャパンインベストメントアドバイザー 12,310,600 38,778
14 4564 オンコセラピー・サイエンス(株) 147,027,000 38,374
15 6094 (株)フリークアウト 13,127,600 34,788

東証マザーズにおける時価総額ランキング
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データ出典：Yahoo! JAPAN ファイナンス

東証マザーズ 時価総額ランキング上位15 位（2016年11⽉29⽇）

マザーズ上場による時価総額の上位に ⼤学等発ベンチャー が複数占め
られており、⼀部の⼤学等発ベンチャーは急成⻑を遂げている。



⼤学等発ベンチャー集計結果を公表している組織の定義
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・組織により定義が異なる。
・研究開発型以外の⼤学発ベンチャーも含まれうる。
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国内ベンチャー投資動向
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投資先分布構成⽐・業種分布
（⾦額⽐率）

投資先分布構成⽐・業種分布
（件数⽐率）

合計772億円 合計1092億円 合計796件 合計827件

出典：⼀般財団法⼈ベンチャーエンタープライズセンター
ベンチャー⽩書2015 ベンチャービジネスに関する年次報告2015年度版

国内ベンチャーへの投資はIT関連が⾦額・件数共に約半数を占める。



IT系など初期投資額が低い⼤学等発ベンチャーには⺠間資⾦が流れつつ
あるが、研究開発型（バイオ、ナノなど）の⼤学等発ベンチャーへの⺠
間投資は、まだ敬遠される傾向。

⇒⼤学等発ベンチャーを分野の成⻑要因解析には分野ごとの分類が必要。

⼤学 ？ ？

VC投資意欲

？

設⽴ アーリー エクスパンションステージ 成⻑

研究開発型
⼤学等発ベンチャー

初期投資額の低い
⼤学等発ベンチャー
（IT系など）

候補データ・実数把握
・研究者とグラントの関係
・⺟体⼤学の特定、など

促進要因、阻害要因 促進要因、阻害要因

候補データ・資⾦調達
・従業員数
・ベンチャー⽀援グラント、など

知的財産権で分類
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研究開発型⼤学等発ベンチャー抽出の⽬的
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研究開発型⼤学等発ベンチャーの抽出
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研究開発型⼤学等発ベンチャー⺟体⼤学等毎の設⽴数
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＊研究開発型⼤学等発ベンチャーは2015年9⽉時点で存続及び特許出願が確認できる企業のみを集計している。

⼀⽅、その他の⼤学等発ベンチャーは、各組織の調査時点での存続企業2,865社から抽出された上記研究開発型⼤学等発ベンチャー531社を
引いて算出している。したがって、特許出願を⾏っているものの、2015年9⽉時点で特許出願が公開されていない⼤学等発ベンチャーはその他
の⼤学等発ベンチャーに分類されている。

⺟体⼤学等順位

設⽴数
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⺟体⼤学等ごとの研究開発型⼤学等発ベンチャー設⽴数とその他の⼤学等発
ベンチャー設⽴数では、⼤きく設⽴数順位が変動することから、両者の設⽴
環境は異なる。
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上位20⼤学等で約5割(49.7%)
上位4⼤学で約2割(19.5%)

設⽴数

＊特許出願を⾏っているものの、2015年9⽉時点で特許出願が公開されていない⼤学等発ベンチャーは捕捉できていない。
＊設⽴企業に対して⺟体⼤学等が複数存在する場合は、それぞれの⼤学等でカウントを⾏っているため、設⽴企業の947社ではなく、のべ

1391社で数値、⽐率算出を⾏っている。

⺟体となった⼤学等は227⼤学あり、上位4⼤学で約2割（19.5%）、上位
20⼤学等で約5割（49.7%）を占め、研究開発型⼤学等発ベンチャー設⽴数
は特定の⼤学等の占める割合が⾼い。

⺟体⼤学等順位

研究開発型⼤学等発ベンチャー⺟体⼤学等毎の設⽴数



研究開発型⼤学等発ベンチャーの特許出願数
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出願数

企業順位
（出願数順）＊上場（廃⽌含む）企業は緑線

特定企業の特許出願数が多く、上位20社で全体の19.8%、上位100社で全体
の50.2%を占めている。⼀⽅、上場企業（緑⾊）は特許出願数の多少に関わ
らず観測された。

上位20社で約5割(50.2%)

上位4社で約2割(19.8%)

＊特許出願数5件以下（拡⼤）

947



研究開発型⼤学等発ベンチャーの特許出願形態
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研究開発型⼤学等発ベンチャー全体の特許出願分野
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（17%）の特許出願も⽐較的多く、幅広い分野において研究開発型⼤学等発ベ
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⺟体⼤学等毎の研究開発型⼤学等発ベンチャーの特許
出願技術分野
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特定分野（医薬・バイオ・医療系）で出願数が多いなどの多少のばらつきがあるが、
設⽴⺟体⼤学等毎の集計では特徴は⾒えにくい。
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上場研究開発型⼤学等発ベンチャーの技術分野
（2000年以降設⽴企業）
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研究開発型⼤学等発ベンチャーに関与する⼤学等所属
研究者の特定
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研究開発型⼤学等発ベンチャーに関与する⼤学等所属研
究者が発明者として含まれる特許出願

20

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

19
75

19
77

19
79

19
81

19
83

19
85

19
87

19
89

19
91

19
93

19
95

19
97

19
99

20
01

20
03

20
05

20
07

20
09

20
11

20
13

20
15

出願数

出願年

1998年技術移
転促進法施⾏

2000年前後を境に急激に特許出願が増加し、2006年をピークとして減少傾向。

＊特許出願を⾏っているものの、2015年9⽉時点で特許出願が公開されていない特許出願は捕捉できていない。



研究開発型⼤学等発ベンチャーに関与する⼤学等所属研
究者の発明の被引⽤
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合計被引⽤/出願件数≧1.0

合計被引⽤/出願件数<1.0

被引⽤数

出願数
＊2

（＊1）

＊1 被引⽤数は特許出願⽇の差を考慮した補正は⾏っていないため、直近の特許出願数が多い研究者の被引⽤数は低く
なりやすい傾向がある点に留意が必要。

＊2 出願数または被引⽤数の多い、研究開発型⼤学等発ベンチャー創出・育成に積極的に関与する研究者群

出願数⼜は被引⽤数の多い、研究開発型⼤学等発ベンチャー創出・育成に
積極的に関与する研究者群が存在する。
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アルゴリズムによる研究開発型⼤学等発ベンチャーの推定

23

研究開発型⼤学等発ベンチャー

企業

アルゴリズム
による推定

◇前述の⼿法の限界性

特許A 特許B 特許C

◇新規⼿法

（特許D, E, F・・・・・・)

出願⼈ 発明者

所属機関

出願⼈ 発明者

所属機関

出願⼈ 発明者

所属機関

出願⼈ 発明者

所属機関

出願⼈、発明者情報から
研究開発型⼤学等発
ベンチャーを推定する

常時データ更新可能なシステムを構築（アルゴリズム詳細は参考資料）

⼿法 限界性
既存の⼤学等発ベン
チャーリストからの特許出
願企業抽出

・リストが必要

⼤学との共同特許出願企
業からの⼤学等発ベン
チャー定義判定

・定義判定の主観性を排除で
きない
・⼤学等との共同出願が必須



研究開発型⼤学等発ベンチャー、関与研究者情報抽出シ
ステムによるデータ構築

24

⼤
学
等
発
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外

の
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究
開
発
型
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ン
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発明者
としての
特許出願

全
特
許
出
願

発明者
の競争的
資⾦情報

競
争
的
資
⾦
情
報

⼤
学
等
機
関
が
推

定
さ
れ
た
企
業

アルゴ
リズム

⽬視
確認

全
特
許
出
願

発明者
情報抽出

推
定
結
果
が
得
ら
れ

な
か
っ
た
企
業 特許出願

なし

全
特
許
出
願

特許出願
あり

発明者
情報抽出

＊4つの企業群について
設⽴年、資本⾦、従業員、
資⾦調達情報等と接続。

各社特許
抽出

各社特許
抽出

研
究
開
発
型
⼤
学

等
発
ベ
ン
チ
ャ
ー

そ
の
他
の

企
業

⼤
学
等
発
以
外

⼤学等発

⼤学等発

そ
の
他
の

⼤
学
等
発

ベ
ン
チ
ャ
ー

ニュースリリース等の
情報により判定

新
規
企
業
・
既
存
⼤
学
等
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
リ
ス
ト

⼤
学
等
所
属
研
究
者

企
業
所
属
研
究
者

企
業
所
属

研
究
者

本アルゴリズムにより研究開発型ベンチャー（⼤学等発以外も含む）の
推定・網羅的なデータ取得が可能となる。
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地域イノベーションの分析における研究開発型⼤学等発
ベンチャーデータの活⽤

26

出典：RESAS（2016/6/6アクセス）＊RESAS
地⽅⾃治体の様々な取り組みを情報⾯から⽀援するために、まち・ひと・しごと創⽣本部事務局が提供する、
産業構造や⼈⼝動態、⼈の流れなどの官⺠ビッグデータを集約し、可視化するシステム

鶴岡

近年、鶴岡では研究開発型⼤学等発ベンチャー（Spiber社等）が複数設⽴さ
れ、地域イノベーションの成功事例として注⽬を集めている。
⇒鶴岡を対象に、研究開発型⼤学等発ベンチャーと地域クラスター形成の関

連性を分析。



鶴岡における地域イノベーションのクラスター形成プロセス

27

◇クラスター形成プロセスを関与組織で展開

研究拠点形成の萌芽
段階

出典：地⽅創⽣のHorizon（前編）
地⽅創⽣と起業環境－⼤学発ベンチャーデー
タを⽤いた鶴岡における地域イノベーション
進展過程の分析－

研究開発型⼤学等
発ベンチャー設⽴

ベンチャーへの⽀援、
ベンチャーからの波及
（域内外連携）



鶴岡における研究開発型⼤学発等ベンチャー設⽴プロセ
スの分析

28

・HMT社に関連する⼤学研究者が発明者に含まれる特許出願

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

19921993199419951996199719981999200020012002200320042005200620072008200920102011201220132014

HMT含む

HMT以外

株式上場年度： 2013設立年： 2003
出願数

・HMT社の設⽴に深く寄与したA教授、B教授の競争的資⾦情報（研究代表者のもののみ）

＊HMT社・・・ヒューマン・メタボ
ローム・テクノロジーズ株式会社

研究開発型⼤学等発ベンチャーから研究者情報まで辿ることで、設⽴に関与
するコア特許権や設⽴前後に関与した競争的資⾦情報の特定が可能。

出典：地⽅創⽣のHorizon（前編）
地⽅創⽣と起業環境－⼤学発ベンチャーデー
タを⽤いた鶴岡における地域イノベーション
進展過程の分析－



⼈⼝増減では測れない地域イノベーションの兆しを観測

29

出典：RESAS（2016/4/13アクセス）

◇⼈⼝増減率（左：東京都、右：鶴岡市）
⽼年⼈⼝ ⽣産年齢

⼈⼝ 年少⼈⼝ 総⼈⼝

地域イノベーションの兆しについて、RESAS等のデータに加え、研究開発
型⼤学発ベンチャーデータを活⽤した分析が可能となることが期待される。

⼈⼝増減だけでなく、幅広い指
標に基づく調査研究が重要。
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設⽴前 成⻑
研究開発型
⼤学等発

ベンチャー

企業

⼤学研究者

社会への
新たな価値

の創出

プレスリリース
データ等

企業情報
データ特許データ

発明者
情報

⼤学等発ベンチャー関与⼤学研究者

特許データ

論⽂データ

公的研究資⾦データ

アライアンス情報
（共同研究、M＆Aなど）アライアンス情報

（共同研究、出資など）

マネジメント
関与情報

(役職など)

特許の質情報
(被引⽤、IPC、
PCT出願など)

企業属性
(資本⾦など)

設⽴前関与 設⽴後関与

特許の質・分野
論⽂の質・分野
公的資⾦の投⼊額

収集済
⼀部収集済
収集・接続予定

特
許
情
報
で
接
続研究機関

産業

特許の質・分野
論⽂の質・分野
公的資⾦の投⼊額

設⽴

科
学
技
術

投
資
効
果

研究開発型⼤学等発ベンチャーの成⻑性を評価する為の各種指標を
網羅的に収集し、解析を⾏う

31



まとめ

32

・⽇本の研究開発型⼤学等発ベンチャーおよび関連する⼤学
所属研究者を網羅するデータ整備を実施した。

・このデータを⽤いることで、
－科学技術投資による社会経済への影響
－地域イノベーションの兆しの観察
－⼤学等発ベンチャー企業の成⻑要因評価

等の種々の分析が実施可能。

⇒論⽂情報や競争的資⾦情報を補完しつつ、研究開発型ベン
チャーの成⻑性と関連付けたデータ解析を継続予定。



報告書

33

 研究開発型⼤学等発ベンチャー調査2016
http://www.nistep.go.jp/archives/29119

 NISTEPブックレット-3「産学連携と⼤学発イノベーションの創出 〜
NISTEPの研究成果から⾒えてきたこと〜」
http://www.nistep.go.jp/about/nistepbooklet
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参考資料



J-GLOBALを⽤いた研究開発型⼤学等発ベンチャー推
定アルゴリズムのコンセプト

35



J-GLOBALの収録情報

36

研究者
約25万⼈

科学技術⽤語
約33万語

⽂献
約4,172万件

化学物質
約349万件

特許
約1,194万件

遺伝⼦
約6万件

研究課題
約6万件

資料
約15万誌

機関
約35万機関

研究資源
約5,000件

93年以降の⽇本の特許

JST⽂献情報
⽇本語論⽂はほぼ網羅

≒

情報をまたいだリンク
Ex:文献から特許の引用

※件数は2016年7月現在 出典：科学技術振興機構



J-GLOBALを⽤いた研究開発型⼤学等発ベンチャー
及び関与研究者情報抽出システム

37

下記①〜③の機能を備えるウェブシステムを構築した。
①研究開発型⼤学等発ベンチャーの定義に該当する⼤学等発ベンチャーの抽出
②研究開発型⼤学等発ベンチャーの定義に係る特許権の抽出
③研究開発型⼤学等発ベンチャーの定義に係る特許権の⼤学等発明者抽出

検索対象企業に次いで理化学研究所が出願⼈となって
いるケースが多いため、理化学研究所発の企業である
ことが推定される。

発明者においては林崎⽒が最多で出現していることか
ら、この⼈物が特許に関して、中⼼的役割を担ってい
るベンチャーであると推定される。



構築したアルゴリズムによる研究開発型⼤学等発ベン
チャーの推定結果

38

スコア区分 推定結果を持つ企業数

1.0 831

0.8以上1.0未満 57

0.6以上0.8未満 75

0.4以上0.6未満 120

0.2以上0.4未満 215

0以上0.2未満 575

研究開発型⼤学等発ベンチャー950社を正解データとして使⽤した際の、
各スコア区分で推定された機関を持つ企業数
＊研究開発型⼤学等発ベンチャー950社はノイズ3社を除く前に実施した為、前述の947社と異なっている。

・1機関のみ推定結果が得られた場合、スコア区分は1.0
・2機関の推定結果が得られた場合、スコア区分は1.0と0.1（スコアが⾼い⽅が1.0）
・3以上の機関の推定結果が得られた場合、スコア区分は1.0と0.1と0.1〜1.0の間の値

・推定ができた企業数（スコア区分1.0の値）は831社
・推定ができた企業の⽐率は87.8%（831/947）であり⾼い値を⽰した。



構築したアルゴリズムによる研究開発型⼤学等発ベン
チャーの⺟体⼤学等の推定

39

⼀般的には、F値（F-measure）が最⼤になる場合が最も良い結果と考
えられるので、閾値を変動させてＦ値が最⼤となる閾値を検証。

閾値以上のスコアで推
定された機関のセット正解機関のセット



構築したアルゴリズムによる研究開発型⼤学等発ベン
チャーの⺟体⼤学等の推定結果

40

閾値 平均再現率 平均適合率 平均F値 対象企業数

(1.0) (0.704212) (0.846049) (0.736776) (831)

0.8 0.642108 0.741978 0.662668 831

0.6 0.662605 0.737264 0.673158 831

0.4 0.694535 0.722172 0.681836 831

0.2 0.741175 0.674983 0.676699 831

0.0 0.817470 0.462907 0.545843 831

各閾値以上で結果が得られた企業のみに対する推定結果の平均値

閾値0.4程度が最も良い閾値であり、概ね70％程度の研究開発型⼤学等
発ベンチャーについて、正解セットの⺟体⼤学等機関と紐付けることに
成功している。
*閾値1.0は1機関のみを推定したとした場合の結果であり参考値。

2以上の複数機関が関与した場合に最も精度の⾼く推定できる閾値が0.4となる。
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